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揮毫　伊藤茂男氏
鎌 田 地 区

平成29年 9月１日現在

鎌田地区公民館発行者 公民館報編集委員会

世帯数
　男
　女

8,824 戸
9,901 人
9,510 人

「
災
害
は
必
ず
や
っ
て
く
る
！
」

　

国
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
発
表
（
平
成

27
年
４
月
）
に
よ
る
と
、
糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線

断
層
帯
の
長
野
県
中
北
部
区
間
（
安
曇
野
市
明
科

～
諏
訪
湖
南
方
）
の
地
震
発
生
予
測
は
、
今
後
30

年
間
に
最
大
Ｍ
７
・
６
程
度
で
、
確
率
は
13
～
30
％
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
い
つ
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
、
大
切
な
の
は

心
構
え
と
準
備
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

近
は
こ
れ
を
「
災
害
は
必
ず
や
っ

て
く
る
」
に
言
い
換
え
る
ほ
ど
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
や
町
会
で
は
、
自
主
防

災
組
織
に
基
づ
い
て
防
災
訓
練
や

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
い
ざ
と
い

う
時
に
慌
て
な
い
よ
う
備
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
◦��

対
策
が
大
事
。
災
害
が

　
　
起
き
て
か
ら
で
は
手
遅
れ

　

家
屋
の
倒
壊
は
多
く
の
人
的
被

害
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
家
具

な
ど
の
転
倒
に
よ
り
負
傷
し
た
り
、

避
難
口
が
塞
が
れ
て
脱
出
が
困
難

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
や
家
具
類
の
転
倒

防
止
、
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
な

ど
の
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
◦��

避
難
時
の
心
得
が
あ
れ
ば
、

　
　
安
全
な
危
機
回
避
が
可
能

　

身
の
守
り
方
・
応
急
手
当
の
方

法
。
防
災
用
具
・
避
難
用
具
・
備

蓄
食
料
・
医
薬
品
の
保
管
場
所
。

避
難
場
所
・
避
難
経
路
・
連
絡
方

法
。
持
出
し
品
の
役
割
分
担
な
ど

家
族
で
話
し
合
い
、
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
◦��

災
害
時
に
は
、

　
　
ご
近
所
の
底
力
が
重
要

　

避
難
す
る
時
は
、
先
ず
自
分
や

家
族
の
安
否
を
確
認
し
て
町
会
で

決
め
て
い
る
一
時
集
合
場
所
に
集

ま
り
ま
す
。
同
時
に
ご
近
所
の
安

否
も
確
認
し
、
被
災
者
が
い
れ
ば

助
け
合
い
救
助
し
ま
す
（
自
助
・

共
助
）。
そ
の
後
、
市
指
定
の
避
難

場
所
・
避
難
所
へ
移
動
し
、
避
難

所
運
営
委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て

行
動
し
ま
す
。

◆
鎌
田
地
区
で
は
、
西
部
体
育
館
・

鎌
田
小
・
中
学
校
・
開
明
小
学
校
・

信
明
中
学
校
・
鎌
田
地
区
公
民
館

が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
避
難
所
運
営
委
員
会

の
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
避
難
所

開
設
時
の
運
営
に
問
題
が
無
い
よ

う
、
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

記
念
講
演
会
を
開
催

井
川
城
跡
国
史
跡
指
定

　

井
川
城
跡
の
姿
や
守
護
、
武
士

の
館
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
「
井

川
館
―
中
世
武
士
の
居
館
」
と

題
し
、
記
念
講
演
会
が
８
月
27
日

（
日
）、
鎌
田
地
区
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
１
０
０
名
を
超
え
る
地
区

内
外
の
参
加
者
が
、
２
時
間
に
わ

た
り
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
竹
原
学
氏
（
教
育
委
員

会
文
化
財
課
）
か
ら
「
小
笠
原
氏

の
居
館
・
井
川
城
を
掘
る
」
と
し

て
、
発
掘
で
明
ら
か
に
な
っ
た
井

川
館
の
状
況
や
室
町
時
代
に
信
濃

国
守
護
で
あ
っ
た
小
笠
原
氏
の
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

史
跡
は
、
室
町
か
ら
戦
国
時
代

に
か
け
て
の
全
国
的
な
戦
国
領
主
の

移
り
変
わ
り
を
示
す
典
型
例
と
し

て
貴
重
な
も
の
で
す
が
、文
献
は「
諏

訪
御
符
札
之
古
書
」
と
江
戸
時
代

の
「
信
府
統
記
」
だ
け
で
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

松
本
城
の
基
礎
を
築
い
た
小
笠

原
氏
は
、
清
和
源
氏
・
甲
斐
源
氏

の
流
れ
を
汲
む
大
族
で
、
建
武
政

権
樹
立
に
戦
功
の
あ
っ
た
貞
宗
が
後

に
守
護
と
な
り
、
１
３
４
０
年
頃
に

井
川
館
を
築
城
し
ま
し
た
。
領
域

は
筑
摩
郡
と
安
曇
郡
に
及
び
、
15

世
紀
後
半
に
林
（
山
城
）
に
館
を

移
す
ま
で
の
約
１
０
０
年
間
が
井
川

城
の
時
代
で
し
た
。

帯
の
沼
城
で
し
た
。

　

武
家
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
物
語
る

中
国
陶
磁
器
の
威
信
財
や
座
敷
飾

り
、
茶
道
具
や
碁
石
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
出
土
品
の
一
部
も
会
場
に
展

示
さ
れ
、見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
中
世
の
城
館
跡
に
造

詣
が
深
い
水
澤
幸
一
氏
（
新
潟
県

胎
内
市
教
育
委
員
会
）
か
ら
、「
中

世
後
期
の
平
地
城
館
（
方
形
居
館
）

―
武
士
は
ど
ん
な
館
に
住
ん
で
い

た
か
―
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

胎
内
市
を
中
心
と
し
た
中
世
の

広
大
な
荘
園
・
奥
山
荘
に
あ
る
中

条
氏
の
本
拠
地
「
江
上
館
」
の
様

相
を
は
じ
め
中
世
後
期
の
各
地
の

平
地
城
館
の
特
徴
と
、
福
井
県
の

朝
倉
館
「
将
軍
御
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
見
る
豪
華
な
宴
会
内
容
や
沓
形

座
敷
の
飾
り
、
出
土
品
か
ら
み
た

武
士
の
生
活
な
ど
興
味
深
く
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
江
上
館
復
元
整
備
と
隣

接
の
奥
山
荘
歴
史
館
の
活
用
状
況

も
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
貴
重
な
井

川
城
の
史
跡
を
鎌
田
地
域
全
体
の

笹 塔 婆

井川城跡からの出土品

　

発
掘
に
よ
る
館

跡
は
守
護
に
ふ
さ

わ
し
い
規
模
で
、

方
形
の
館
と
大
型

ダ
ン
プ
６
０
０
台

分
も
の
土
を
盛
り

上
げ
た
土
壇
が
あ

り
、
川
と
堀
で
周

囲
を
囲
ん
だ
湿
地

宝
物
と
し

て
護
り
、

活
用
方
法

を
考
え
て

い
く
こ
と

が
で
き
た

ら
す
ば
ら

し
い
と
感

じ
ま
し
た
。

漆器椀(鶴の絵柄)
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社会福祉協議会の職員から説明を聞
きながら車いす体験や重りのついた
衣服を着て歩く疑似高齢者体験をし
ました。

イワナのつかみ取り、スイカ割り、
ドラム缶風呂で楽しみました。

竹笛（初
はつ

音
ね

）づくり（子ども会育成会主催）8/8

小学生を対象とした竹笛づくり講座を
公民館大会議室で初めて開催しました。
昔の遊びや文化、伝統を学ぶことが目
的で、講師の松本捷幸氏（両島）の説
明を聞きながら、参加した約20人の
小学生が楽しく交流し、一人ひとりオ
リジナルの作品を作りました。

参加者からは
「ナイフを使って竹を割くのがうまく
出来るか不安だったが、最後にちゃん
と音が出てよかった」などの感想があ
りました。最近ではナイフを使ったこ
とがない子どもも多く、貴重な体験だ
ったようです。

雑感
る
。
子
ど
も
が
小
学
生
の
頃
か
ら

の
こ
と
だ
が
、
年
を
経
て
、
最
近

使
う
の
は
私
だ
け
だ
▼
世
の
中
の

動
き
に
伴
っ
て
、
地
図
は
ど
ん
ど

ん
変
わ
る
。
平
成
の
大
合
併
で
も

多
く
の
変
化
が
あ
っ
た
が
、
学
生

の
頃
の
記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
最
新
版
の
地
図

帳
は
重
宝
し
て
い
る
▼
先
日
そ
こ

に
、
市
立
博
物
館
が
発
行
し
た『
松

本
旧
町
名
碑
マ
ッ
プ
』
を
加
え
た
。

旧
町
名
標
識
の
位
置
と
町
名
の
い

わ
れ
が
一
覧
で
き
る
優
れ
も
の
だ
。

実
際
に
現
地
に
足
を
運
ん
で
み
る

と
感
じ
る
こ
と
も
多
い
▼
鎌
田
地

区
は
、
市
内
で
も
一
番
の
世
帯
数

と
人
口
を
誇
る
地
域
に
な
っ
た
と

聞
く
。
こ
こ
を
終
の
棲
家
と
さ
れ

る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
生
活
の

基
盤
と
な
る
地
域
の
文
化
や
今
に

関
心
を
持
ち
、「
お
ら
が
街
」
で

暮
ら
す
仲
間
と
し
て
の
意
識
が
持

ち
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
、

き
っ
と
、
住
み
よ
い
街
に
な
る
だ

ろ
う
▼
5
月
か
ら
編
集
委
員
に
加

え
て
い
た
だ
い
た
。
地
域
の
文
化

や
今
を
お
伝
え
し
、
多
く
の
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
館

報
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た

い
。�

（
小
山　

淳
一
）

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
て

場
所
の
わ
か
ら
な
い
地

名
が
出
て
き
た
時
、
す

ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
テ
レ
ビ
の
横
に
地

図
帳
を
数
冊
置
い
て
あ

鎌田中学校
１年生乗鞍登山　7/19

高齢者体験 
(鎌田児童センター)　7/26

自然と遊ぼう in 朝日村
（子ども会育成会主催）8/19

児童センター夏まつり
 (高宮 8/9・鎌田 8/22)

地域の登山愛好家など６
名がボランティアとして
初めて同行しました。

子どもたちが企画・
準備したゲームで楽
しく遊びました。


